
第１０号に紹介した、修学旅行では、バスの添乗員さんや語り部の方等から、６年生の素直でしっかり話を聞

く態度を褒めていただきました。５，６年生は学校の代表として様々な場面で活躍しています。一つ一つの行事

を節目にして、まるで竹が伸びていくように、ぐんぐんと成長するのを感じる今日この頃です。

今後も、１年生４年生までの各学年での見学旅行、また、１１月４日（土）には、たけのこ発表会があります。

いろんな体験を積んで、ぐんぐん伸びる子ども達を、今後も期待しています。

¡ 日奈久小には、PTAや地域の方が、読み聞かせに来て下さいます。５日（金）は
PTAの読み聞かせがありました。お母様方の読み聞かせが、とてもお上手で、子ど
も達は真剣に見入っていました。２４日（水）もお世話になります。）

¡ １０月１４日（日）市 P連親子親善スポーツ大会では６年生のほぼすべての保護
者の方にご参加いただいて、子ども達はとてもうれしそうでした。

¡ 以前から「タイヤ跳び」のタイヤが２箇所破損していたのですが、この破損した
タイヤを、１０月１７日（水）に、４年生の山下晴生くんのお父さんが、アグリ日
奈久の重機を借りて抜いて下さいました。大変助かりました。

¡ １０月１８日（木）の午前中、老人会の皆様が、樹木の剪定及び草取り作業を行
って下さいました。伸びきった樹木が大変すっきりした姿になりました。学校前の
池田さんもお手伝いして下さいました。

¡ 学校評議員の山田健二様が、花の苗をたくさん下さいました。６年生が学校園と
３年以上の学級園を整備してくれたので、各担当で苗植えをしました。山田様には
春にも花の苗を頂き、花いっぱいの日奈久小になっています。
また、学校の児童や職員では世話が行き届かない校庭の花壇については、学校前

の２年生の猪原和佳奈さんのおばあ様がご厚意で世話をして下さっています。
この他にも見守り活動等、PTA や地域の皆様にはたくさん支えて頂いています。感謝の気持ちでいっぱ

いです。児童・職員一同、皆様の思いを胸にがんばります。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

１０月１０日（水）と１１日
（木）はあしきた青少年の家で
の集団宿泊教室でした。１０日
には水俣で、環境学習も行いま
した。学んできたことを、今度
は下級生や地域の方にしっかり
と伝えます。

１０月１５日（月）は５年生
が、阿蘇神社の相撲大会に出場
しました。男の子５人は、神社
に作られた立派な土俵の上で、
相撲の礼儀に習い、それぞれの
持てる力を発揮していました。
女の子の華澄さ
んは、呼出をし
ました。観客の
皆さんからたく
さんの拍手を頂
きました。

１０月１６日（火）は八代総
合運動公園で６年生の小体連陸
上記録会がありました。１２名
の子ども達は、予定通りの種目
に全員参加し全力を尽くしまし
た。一生懸命がんばる姿はとて
もすがすがしい
ものでした。
他の小学校の

人とも友達にな
りました。

１９４９年（昭和２４年）１１月５日、修学旅行で日奈久を訪れた、
益城町立津森小学校の子ども達が乗った遊覧船が、馬越町の鳩山沖で
転覆し、児童２２名、先生１人、校医１人の計２４名が亡くなりまし
た。楽しいはずの修学旅行でこんなことが起こるなんて、家族の方々、
周囲の方々の悲しみはいかばかりだったでしょうか。
１０月１９日（金）の「命の日」集会では、今村たけしさんが制作

された「殉難津森小学校 津森観音由来記」の紙芝居を見た後、亡く
なった児童の家族の方の言葉を聞きました。子ども達は「とても苦し
かったと思います」等の感想を述べていました。この後、みんなで千
羽鶴を折って、慰霊碑に供える予定です。

９月１３日（木）から１０月
５日（金）まで、九州看護福祉
大学４年生の宮田彩花さん（日
奈久小・中出身）が、保健の先
生の教育自習に来られていまし
た。若くてかわいい先生は子ど
も達に大人気。昼休みの保健室
はいつも子ども達でいっぱいで
した。１年生では、保健の授業
もして下さいました。本当にあ
りがとうございました。

日奈久小に
是非また、遊
びにおいで下
さい。


